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特定非営利活動法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク 

第 10期（2013年 9月 1日～2014年 8月 31日）事業計画（案） 

 

 

１．組織体制 

特定非営利活動法人同志社大学産官学連携支援ネットワーク役員一覧 

  理 事 長：八田英二（同志社大学経済学部 教授） 

  副理事長：五島 洋（弁護士：弁護士法人 飛翔法律事務所 代表） 

理  事：大谷康弘（公認会計士：㈱関西ベンチャーインキュベート 代表取締役） 

小川佳秀（㈱公益社 関西法人営業推進部 担当部長） 

長田一郎（㈱ホロニック 代表取締役社長） 

抱 厚志（㈱エクス 代表取締役社長） 

田中 譲（英国国立ウェールズ大学経営大学院 MBA〈日本語〉プログラム教授） 

橋本雅文（同志社大学リエゾンオフィス・知的財産センター所長 理工学部 教授） 

＊新任   文 美月（リトルムーンインターナショナル㈱ 取締役副社長） 

眞下晋一（弁理士：特許業務法人アローレインターナショナル） 

松本敏史（早稲田大学 商学学術院会計研究科 教授） 

＊新任   村田 晃嗣（同志社大学長 法学部 教授） 

和田 元（同志社大学理工学部 教授） 

＊新任   渡辺好章（同志社大学生命医科学部 教授） 

監    事：稲津喜久代（司法書士：あおぞら司法書士法務総合事務所） 

＊新任   恩村政雄（O.B.C.C 経営コンサルタンツ 主宰） 

                     

２．今年度の事業計画 

基本方針 

今年度の事業計画は、NPO設立１０周年を機に「同志社大学の産官学連携を推進し支えていく」とい

う原点に返ります。そのためには、リエゾンオフィスと密接に共同することが必要になります。研究会

活動など、NPO独自の活動も継続しますが、リエゾンオフィスと共同した活動を拡大したいと考えます。

また、同志社大学の学生のサポートも開始したいと考えております。 

 こうした活動を行うためには、組織としても一層の充実が必要です。新たな理事を大学の内外から３

名ご就任頂くことを予定しております。監事も新たに１名ご就任頂くことを予定しております。さらに、

法的な意味での理事ではないのですが、理事を支えて具体的な NPOとしての業務を行う執行役（名称は

仮のものです）を新たに設ける予定です。 

 

(1) 産官学連携に関する研究会等の開催事業 

 ・ 「逸品」ものつくり経営塾の開講 ＊ 資料 ④-1 逸品塾フライヤー 

加登教授が塾長として運営されている塾です。全員参加の全体会議とテーマ別の実践力向上プロジ

ェクトを結合したものとなっており、新製品開発力の劇的向上、売上の増大、コスト低減、生産性

の向上、国際競争力の強化、高品質の維持向上、ものつくり人材の育成等を目指したものです。こ

の塾の活動は、極めて実践的であり、参加されている企業も多く、ベンチマーキング手法(異業種

の優れたビジネスシステムから学ぶ体系的知識創造技法)と相互研鎖を通じて、劇的な成果(売上高、
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利益総額、利益率、コスト低減、組織活性化、すぐれた人材育成、真のグローバル対応等)を獲得

する実践の場となっています。 

・ 士業研究会 

本 NPO には多くの士業と呼ばれる専門家の会員がおられます。その方たちをネットワークした研

究会です。元理事の岩淵会員に世話役的立場を担当して頂き、外部からの依頼に応じてセミナー

の提供や各種研究会のサポートをお願いしています。今後は、同志社大学の産学連携をサポート

する業務も発生する可能性があります。 

・ プロジェクト科目推進研究会 

本 NPO として、プロジェクト科目を提供したことが何度もありますが、最近は、実施できており

ません。そのため、研究会としての活動は休止しておりますが、プロジェクト科目に応募したい

という会員が出れば、その方を支えるために再度活性化させる予定です。 

 

 (2) 産官学連携による起業家育成及びサポート事業 

  ・ DVT学生ベンチャー支援（アントレプレナー教育）→起業家予備軍の育成 

   NPOには、熱きベンチャー起業家の会員がおられます。抱理事及び就任予定の文理事を中心に 

DVT(同志社ベンチャートレイン)の学生を支援する活動を今年度から始めたいと考えており、詳細

は、DVTとの協議を得て早期に決定したいと考えます。なお、専門的知識が必要な事項があれば、

士業研究会メンバーがサポートする予定です。 

・ 学生ビジネスコンテストへの協賛 

DVTに対しては、上記の支援活動に加えて従前から行っていた協賛も行います。 

・ 社会起業家養成塾（ソーシャル・アントレプレナー） 

社会起業家の養成のために、１泊２日の合宿やマンツーマンのコーディネータ制度を設けて、 

社会起業家を目指す方や社会起業家として一層の成長を目指す方を短期間ですが徹底的に 

サポートする塾です。今年度は、同志社大学の学生を幅広く受け入れて行きたいと考え、学生 

への広報をリエゾンオフィスを通じて大学側にお願いしています。 

・ 未来経営塾（事業承継・若手起業家の育成）＊資料④-2 未来経営塾セミナー11月チラシ 

毎月奇数月は京都・偶数月は大阪で開催しており、１回から受講可能な、受講者参加型のセミ 

ナーです。本 NPOとして、非常に力を入れているものですので、是非、会員の皆様はご参加下 

さい。今年度は、DVT及び同志社大学学生を幅広く受け入れて行きたいと考え、学生への広報 

をリエゾンオフィスを通じて大学側にお願いし、既に広報が開始されています。 

・ D-eggとの連携（入居企業への支援） 

本 NPOの有する多様な士業人材を活かして、「D-eggカクテル」に講師を派遣するなど、幅広い 

   支援を開始したいと考えます。詳細は、D-egg を管理運営する中小企業基盤整備機構殿との調整

により決定します。 

・ 経営支援相談室（田中理事） 

・ 経営セミナーの開催 

・ ベンチャーファンドへの協力・支援（池田泉州銀行・京都銀行・日本ベンチャーキャピタル） 

 



 3 

(3) 産官学連携の促進のための人的ネットワークを構築する事業 

  ・ リエゾンフェアの共催 ＊ 資料④-3 リエゾンフェア案内 

  本 NPOの 10周年の記念イベントは、NPOが原点に返ってリエゾンオフィスとの共同を重視すること

になりましたので、2014年 1月 22日にリエゾンフェアを共催するという形で行うことになります。 

・ 池田泉州銀行と LCC（同志社校友会大阪支部産官学部会）との共催セミナー 

産学連携を活用した企業のマネージメントを推進するべく、１講目は教員が２講目は産業界のメン

バーが行うというセミナーであります。 

 

(4) 特許等の知的財産権活用を促進するための事業 

・ シーズ集を NPOの各種イベントで周知 

・ 同志社大学の研究力強化に関する取組みのサポート 

 

(5) 法人の活動を広く知らしめるための情報誌発行やホームページによる広報事業 

  ・ 同志社大学リエゾンオフィスニューズレター特集記事（来月発刊の予定） 

・ 同志社大学公式 HPへの NPO同志社のセミナー等の案内（既に開始されています） 

 

(6) その他、本法人の目的を達成するために必要な事業（大学との連携促進と内部体制）  

  ・ 村田同志社大学長との懇談の場の設定 

・ 中長期的には同志社大学研究戦略ボードへの参加 

・ 事務スタッフの増強についても予定 

 

 

３．同志社大学リエゾンオフィス、同志社校友会大阪支部産官学部会（LCC）との連携 

  ・ 主催・共催イベントの情報管理と積極的支援 

・ 研究会・セミナーなどに LCC会員が参画    

以 上 


